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平成24年度総会  その他
　平成24年度総会その他の行事が、平成24年 6 月１0日㈰、ANAクラウンプラザホテル広島にて次のとお
り開催されました。
　日　程　表

1 ．第49回全国支部長会

日　時：平成24年 6 月１0日㈰　１0：00〜１2：３0
場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテル広島　 ３階　アカシア
出席者：各支部長等（別頁の通り）
井上専務理事
　それでは、時間になりましたので、ただいまから第
49回全国支部長会を開催させていただきます。まず議
長ですがこれは恒例によりまして、会長になっていた
だくということで、髙東会長に議長を御願いしたいと
思いますけれどもよろしゅうございますか？
【拍手（意義なし）】
　それでは、よろしくお願いいたします。
⑴　議長挨拶
髙東議長
　皆さん、おはようございます。議長に指名いただき
ました髙東です。平素、各支部の支部長の皆様方には、
支部運営にご尽力いただきまして誠にありがとうござ
います。また、今日はご多用の中をこの支部長会にご
出席、また、引き続き夕方までいろんな行事が有りま
すけれど、どうぞよろしく御願いいたします。
　今日の総会の議決事項は、法人制度改革に向けて、
定款を変更すること。それから、今ある資産をある一
定比率で一定の年限の中で公益事業のために使わなく
てはいけない、ということについてご審議をいただこ
うと思っております。その内容については、総会では
あまり丁寧な説明もできないかと思いますので、この
場で、特に支部長さん方にしっかり説明し、ご理解い

ただき、今後、支部の中でのご周知の上でもご協力を
いただきたいと思います。さらに後ほどの説明の中に
ありますが、来年 4月 １日以降の新しい法人制度の中
では、全会員に総会に出席してもらう必要がでてきま
すが、実態的に無理が有りますので、代議員制度を採
りたいというように思っております。その代議員、50
〜60名程度の選考については選挙という形をとるので
すが、その面でもご協力お願いいたします。それでは
さっそく、議事に入りたいと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。
⑵　議事
①議事録署名人の選出
髙東議長
　まず議事録署名人を選出させていただきたいと思い
ます。校内理事の駒口先生と川崎先生にお願いしたい
と思いますがよろしいでしょうか？
【拍手（意義なし）】
　それではご承認いただきましたので、駒口先生と川
崎先生よろしくお願いいたします。それではこれから
公益法人制度改革についてのご説明とお願いというこ
とで専務理事から説明をさせますのでよろしくお願い
いたします。
②公益法人制度改革について
井上専務理事
　座ったままで説明させていただきます。例年ですと、
支部長会ということで、支部長さんから報告をしてい
ただいていましたけれど、今年は少し変えまして、今
も話が有りましたように公益法人制度改革ということ
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がありますので、まずその概要の話をして支部長さん
を始め皆さんにお願いをしたいということが一点と、
その後、例年通り支部報告という形に移らせていただ
きます。時間があまりありませんので、ご協力お願い
します。
　支部長会が終わりました後、吉田工学研究院長のお
話をいただいて、その後昼食になります。吉田研究院
長のお話を、１１時45分から予定しておりますので、公
益法人制度に関するお願いと各支部からの報告はそれ
までに済ませておきたいと思っております。講演をい
ただいた後、昼食に入る予定にしていますのでよろし
くご協力をお願いします。
　まず、公益法人制度改革に対する取り組みとお願い
ということで、少し時間をとらせていただきます。ま
ず資料 2ですけれども、そちらの方に「公益法人制度
の定款の変更について」とありますが、その前に、概
略の話をさせていただきたいと思います。まず、公益
法人制度というものに対して、従来と何が違うかとい
うことは、従来でしたら、法的な根拠は民法３4条とい
う条項でいわゆる社団法人という形をとっていました
けれども、来年の 4月以降は、法人法という法律に
よって指導されるということになります。となると、
その新法にそってやる必要がありまして、その一つが
定款の変更ということになります。現在の定款とこれ
から新たにおこす予定にしています定款の違いを、皆
さんに説明してご理解をいただきたいと思っていると
ころでございます。まず、従来の定款と今度変更にな
るであろう定款との大きな違いの一つは、代議員制と
いうことがあります。現定款では、総会は全会員の１0
分の １を持って成立するということになっていますけ
れど、今度の法人法では50％の参加が必要になりま
す。50％ということになりますと、広島工業会の場合
は、約 ３万人の会員がいますので、委任状も含めます
けれど、 １万 5千人の参加によって成立することにな
ります。それで進めるということは非常に難しいとい
うことで代議員制にしたいと思っています。代議員制
で、代議員になった方を法律上は社員という表現で呼
びます。その社員を選出する方法はいろいろございま
すが、代表的なものとして 2つありまして、 １つは選
挙によって代議員を選ぶという方法と、それからもう
１つは社員の選出委員会というのを設けまして、そこ
で社員となる人の代表的なものを選出して、信任を問
うという方法が有ります。選挙するという方法をとり

ますと、これは支部の方に相当の負担がかかるという
ことで、今のところは社員候補者選考委員会によって
選出してそれで信任を得る、という方法をとりたいと
思っております。そうしますと選考委員会で選考予定
にする人を決める必要が有りますが、その候補者の推
薦を支部にお願いしたいと考えています。 １つお願い
したいというのはその一点。ですから、本日参加され
ている支部長さん、本日は３３支部の方が参加されてい
ます。工業会の支部は56支部ありますが、休会のとこ
ろもあって、本日出席されている３３支部の方が活発に
支部活動されているというような状況ですので、そう
いった支部の方から社員というのを選びたいと思って
いるところでございます。そこで社員の候補の中のメ
ンバーになっていただきたいというのがお願いでござ
います。そのへんの了解をしていただきたいと思って
いるところでございますが、まず、定款は従来の定款
と、今度新しく考えている定款はどのような違いがあ
るかということを簡単に説明させていただきます。ま
ず資料 2の １の法人の根拠法ですが、現在は、社団法
人の場合は民法３4条に則って運営されています。新た
に公益法人制度に対応するような形になりますと、一
般社団法人となる形をとることを進めておりますけれ
ど、その法律は一般社団法人および一般財団法人に関
する法律、簡単に言いますと法人法と言われていま
す。この法律によって指導されるということで、それ
が違いの一つです。それからそれに伴いまして監督官
庁が変わります。現在は、広島県教育委員会が監督官
庁になっています。認可制になっていますので、全て
に関して教育委員会で認可してもらわなければいけな
い。例えば、定款の変更なんかになりますと、定款の
変更は総会で変更の了解を得て、それから教育委員会
の認可を得るというようなステップを得ないといけな
いのが現状ですが、今度、一般社団法人になりますと、
公益目的支出計画というのがありまして、その支出計
画の期間中は広島県に監督されるということになりま
す。それ以降は自由になるという形でございます。で
すから定款の変更は、総会で認可されればそれでＯＫ
という形になります。その辺のところは少し違うとこ
ろでございます。
　このような制度の移行に関しましていろいろ県と相
談してきています。相談した結果、こうしたほうが良
いのではないか、というアドバイスを受けています。
そのアドバイスを受けた上で定款の案を制作していま
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すので、そういったところを加味して説明させていた
だきたいと思います。まず目的ですけれども、基本的
には現在の定款と変わりません。ですから文言の微修
正だけで済ませているところでございます。それから
事業の方ですけれども、これは、その定款に規定した
ことから何をしているのか分かるように、具体的な形
のものを指定しておく必要が有るということで、従来
の定款に記載しています事業内容に加え、今度は各支
部の活動、会員の活動、そういったものを、明確にし
て記載することを含んでいます。それから支部関係で
ございますけれども、この辺のところが、法律的に非
常にシビアになっていまして、支部という表現をとり
ますと、当然のことながら、決算だとか事業報告といっ
たものを本部と一緒にやらなきゃいけないということ
になります。それは支部に対して大きな負担をかける
ことになりますので支部という表現を削除していま
す。削除していますが、支部活動は従来と変わらず進
めてもらって結構です。削除していますのは、法規上
そういうような形で支部という名前をとりますと、決
算だとか事業報告とかを個々の支部が作成しなくては
いけないということになりますので、その辺のところ
から支部という表現は削除していますけれども実際の
動きは従来と変わらない形で進めてもらいたいという
ところでございます。それでは、ここで注意しなくて
はいけないのは、正規の法人名となります、一般社団
法人広島工業会（仮称）ということで話しを進めさせ
てもらいますけれど、一般社団法人○○会の支部とい
う法律上の正規の名称は使用できません。そういう表
現でなければ、○○支部と使うのは運用上特に問題は
ございませんので、法律上正規の、一般社団法人とい
う表現を使用しないようにしていただければ自由に、
今までと変わりなく活動することが出来るということ
でございます。それから次に会員の種別ですけれども、
これは現状に合わせた形で表現しています。一つはで
すね、学生会員の区分を設けているというところが、
従来とちょっと違うところかと思います。それから先
ほど述べましたように、代議員制を採用していきたい
ということで、その代議員の定員は50〜60名としてい
ます。この50〜60の人数の根拠は、現在、支部活動を
されているところ、本日の出席は３３支部でございます
けれど、その支部活動を主にやっているところから、
選出するというようなことで、人数は50〜60という形
でしていますけれども、そうすると、そのへんの人数

で総会が成立するということで実用上大きな支障は出
てこないということから、代議員制を設けて行きたい
という具合に規定しています。それから、顧問につい
てです。顧問は、現在の定款では評議員という役職で
記載されています。しかし、今度新しくなりました法
人法によりますと、評議員という表現は財団法人に存
在する役職名であり、社団法人においては特に定めら
れていません。ということから定められていない評議
員という表現を入れますと、財団法人の場合の役職と
混同する恐れがあります。というようなことから、今
度の一般社団法人という場合には、現在の評議員とい
う表現を変えまして、顧問というような表現で記載し
ていきたいというように思っております。これはあく
までも法律上といいますか、混乱を避けるという意味
からそういう表現に変えていますけれども中身として
は従来と変わらないということでございます。それか
ら、次の代表理事、業務執行理事、これは少し細かい
ことになります。我々は現在、会長と副会長というよ
うな表現を使用していますけれど、今度の法律上は代
表理事という表現である必要があります。しかしその
代表理事は現在の会長、副会長という呼び方で了解が
されているということでございます。それから公告で
すね、このへんのところははっきり定められています。
　といったようなところが、大きな定款の変更点でご
ざいます。概略的にはどうかということを図的に描い
たのが資料 2の 2です。組織図はそこに書いてありま
すように、上側が新制度、下側は従来制度です。まず、
総会のことですけれども、現在、総会、定時総会とい
う形をとっていますが、今後は、代議員制になりまし
て、その代議員を法律用語的には社員と言いますので
名称は社員総会という形になります。その下に監事と
ですね、それから評議員というのが現在ありますけれ
ども、監事は従来通りということで、新たな制度のも
とでは評議員は顧問という形で変えています。それか
ら、その下に理事会がございます。理事会の中に、会
長、副会長、専務理事、理事といったものが存在して
いますけれど、今後は、法律的には、会長は代表理事
になるということで違いがありますけれど、呼称とし
ては、従来通り、会長、副会長という呼び名で結構で
ございます。それから、その下にあります支部です。
支部は、○○支部というのが全国で56支部ございます。
56支部ございますけれども、先ほど言いましたように、
一般社団法人○○会○○支部という表現は使用するこ
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とができませんので、一応地区ブロックという形で考
えています。俗称の支部という表現はそのまま使える
ということで、そのへんは誤解がないようにしていた
だければという具合に思っています。これが大体組織
図についての説明でございます。
　次にありますのが、議決権ですけれども、上側が新
制度における議決権、下側は従来ということで、従来
の場合でしたら１0分の １の出席で総会が成立していた
ということでございます。それからもう一つ、従来は
社員制というものが無かったということでございま
す。この社員はどうなるかということが大きな違いに
なろうかということで、上側に社員の構成を書いてい
ます。今考えていますのは、右側と左側に、四角いポ
ンチ絵がありますけれども、左側のパターン 2を採用
する方向で考えています。そのパターン 2ですけれど
も、これは先ほどもちょっと話したように、社員候補
者選考委員会というところで、社員の代表となる候補
者の案を選出していただきます。選考するのは、当然
会費を納入している会員から選ぶという形をとりま
す。そのあと、その選考された社員の候補者を公示し
ます。公示した後、もし異議があれば異議を出しても
らう。異議がなければそのまま社員となる、信任され
るという形になります。異議が１00分の 5以下であれ
ば、信任されたということで、信任されたものが社員
になるということになります。この社員になった方が、
この社員総会に参加して、いろいろ審議を決定すると
いう形になります。参考として、パターン １をその右
側に書いていますけれど、これは、選挙管理委員会を
立ち上げて、代議員の選挙を公示して、立候補を届け
出てもらって、それから選挙を行って、その結果当選
した人が社員になるというものです。これは大変な負
担がかかるということで、この方式はあまり好ましく
ないというように考えていますが、こういった考え方、
方式もあるということで参考として載せさせていただ
いています。ですから今度の一般社団法人に対しては、
社員候補者選考委員会によって候補を選考していただ
いて信任をとって、信任が得られれば社員になるとい
うパターン 2を考えています。候補者を選考するに当
たって、先ほどもお願いしましたように、各支部には
候補者の推薦のご協力をお願いいたします。社員とし
ては、定款上50〜60名という形になっています。これ
が、定款に関する大きな違いになっています。
　もう一つは、公益目的支出計画というのを立てなく

てはいけない。それによって公益目的支出の期間を設
定しなくてはいけないということがありますけれど
も、それは総会の時に詳しい話をさせてもらえればと
思っています。ここでちょっと簡単に言いますと、今
のところ７0年で、支出計画の期間を考えています。他
のところでもそれくらいの百年近い感じのところも有
りますし、200年のところもありますし、中には１000
年というような、まったく実体と考えられない数字の
ところもありますけれども、そういったところも認可
されているところはあります。で、我々としては、７0
年という形で申請しようという具合に考えています。
　定款と社員選出規定の案、この 2つを資料として付
けています。例えば名称は、定款の場合には名称が必
要である。それから事務所はどこにあるとか、それか
ら目的はどうであるとか、事業はどうであるとか、な
んですけれども、目的の中に、従来に書いてある以外
に、「会員相互の親睦を深めることを目的とする」と
いうことを強調して記載しています。それから事業に
関しては、この書かれていることから何をやるかとい
うことが読み取れるような表現にするべきということ
でございますので、そういうような内容にさせても
らっています。それから、法人の構成員ですけれど、
これは、従来とほとんど変わりませんで、学生会員を
新たに含めているところが違います。それから、会員
の資格の取得とか、 8条の経費の負担、これは会費を
払ってもらうとかいうことです。それから、資格の喪
失ですね。それから、社員はどうかというようなこと
ですけど、社員としては、今言いましたように、候補
者選考委員会で、選出された者ですけれど、理事会と
は独立したものであるとか、人数であるとか、そういっ
たことを記載しています。それから社員総会ですけれ
ど、今までは、総会という形でやってきましたけれど、
今後は、代表となる代議員を経由した形の総会になり
ますので、社員総会という表現に変わっています。ま
た、開催とか招集とか、議長が会長に当たるとか、議
決権は社員 １名につき １個とするとかそういったよう
なことを記載しています。役員、これは理事の方です
けど、これは、従来と変わらない形にしています。そ
れから、25条、26条、これが今回の目的の一つでもあ
りますけれど、親族の関係ということで、従来は工業
会とは直接関係なかったのですけれど、今度、新法人
制度の一つの目的はですね、親族の関係がかなり問題
になっていましたので、その辺のところは、親族の数
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はどのくらいになる、 ３分の １を超えてはならない、
といったようなことを記載しています。第 6章の理事
会、これは従来と変わりはございません。それから第
７章の顧問、従来は評議員という表現がされていまし
たけれども今度は顧問という形になります。それから、
資産及び会計、これも従来と基本的には同じでござい
ます。また事業年度は 4月 １日からというのも従来と
変わりはありません。それから、剰余金の分配禁止。
この辺のところは従来と違うところでございます。そ
れから定款の変更および解散ですけれども、定款の変
更は先ほど言いましたように総会で決めますが今度は
県の方に通知するだけでよくなります。現在は定款の
変更は総会を通じて変更して、それから教育委員会に
連絡して、認可を得る必要があるというような状況で
ございますが、今度はそういう形になります。それか
ら事務局が置けるというのは変わりません。また付則
として、この法人最初の云々、とかいうのは、そこに
書いてある通りでございます。それから社員の選出規
定ということですけど、これは先ほども言いましたよ
うに、県と相談しながら指導を受けながら案を作って
いるということと、他の状況も参考にしながら作って
いるところでございます。規定と同じように、目的は
何だとか、選出の資格。資格は会費を払っている人と
いうことに絞り込みました。それから選出時期ですけ
れど、これは 2年に一度ということでございます。選
出区は規定の最後に書いていますように区として ７つ
考えています。例えば一番上にあります、関東甲信越
以北という区は、関東甲信越以北、北海道まで含めて
活動している支部を含んでいるところです。それから、
東海北陸、これも同様でございます。それから、近畿、
中国。中国の場合は、広島県は活動している支部が多
いので、広島という選挙区と、広島県を除いた中国と
いう選挙区と考えています。それから、四国、九州と
いう地区に分けていますけれど、これは全て現在活動
していただいている支部を含めています。選挙区とし
ては ７つになっていますけれども、その中で、支部は
ですね活動している人数分をこの中に考えているとこ
ろでございます。
　それから社員の任期は 2年ですね。それから公示、
異議の申し立てというのは、社員となるということに
対しもし意義があれば申し立てて下さい。申し立てが
無ければ、信任されたという判断でもって社員になる
という事でございます。それから社員候補者選考委員

会、これは今、案として考えて総会に提出する予定に
していますけれども、選考委員会の案としては、今ま
での広島工業会の評議員を中心としたメンバーという
こと。それから広島大学の学識経験者からということ。
それからもう一つは企業の代表というような方から委
員になって頂くように案を考えているところでござい
ます。それは、総会の時に話をさせてもらいたいと思
います。今後、一般社団法人という形で進めていきた
いという具合に思っているところで、この辺の主旨を
支部長の皆さんが各支部の会員の方にご説明なりして
頂いて理解をしていただければありがたいなというこ
とを思っています。また、社員の候補者の推薦につい
て支部のご協力をいただきたいと思っています。以上
簡単ですけどもお願いと概要説明させていただきまし
た。
髙東会長
　はい、ご苦労でした。多岐にわたる内容を説明しま
した。説明漏れがあったような気がしましたので私か
ら捕捉させていただきますと、定款の第一条に書いて
ありますが、今まで広島工業会という名称にしており
ましたけれども、第三者からなかなか理解しにくいと
いうことから理事会で議論しました結果、一般社団法
人広島大学工学同窓会いう名称に変えたいということ
で今日提案させていただきます。これが一点。
　それから、公益目的支出計画という話がありまし
た。念のため概数として申し上げておくと、我々は今
大体 4億 6千万円くらいの資産を持っております（平
成2３年度末）。今後、公益的な事業を毎年実施するこ
とによって、赤字が660万円くらいでます。いくらか
収入もありますけども、人件費など色々かかりますの
で、その赤字が毎年660万円。660万円で 4億 6千万円
を割ると７0年くらいの数字がでてきます。他では別に
事業をしており収入がありますから、全体的な資産自
体は収入以内でやっていきますから収まりますが、数
字的にはそんなことで行こうと思っております。それ
から、もう一点、ある支部によっては支部長さんがた
またま会費を払っておられないということで、そのよ
うな事例があることが分かりましたが、代議員の選挙
権とか被選挙権というのは会費を滞納していない会員
にある、ということにさせていただきました。約 １万
人（会員 ３万人中）が会費を納めておられるというこ
とです。仮に会費を納めていない会員の方がおられま
したら、ぜひ会費を納めていただきたいと思います。
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ちょっと長くなりました。40分までということですが、
5分くらい時間を取って皆さんからの質問をお受けし
てご意見あれば聞きたいと思います。
質問 1
　今おっしゃられたことを簡単に分かりやすくまとめ
ていただければ支部の者に話しやすい。今の支部長が
会費を納めていないとか。あるいは、公益目的支出計
画の７0年とか、以前書類で頂いたのは60年と書いて
あったのですけど、なんで60年なのか７0年なのか。そ
れ以後は、期間終了後はどうなるとか、そういうとこ
とが分からない。
　一般公益社団法人にしなければいけないというのは
今の状況なのだと、今の法律によって。これを帰って
どう伝えたらいいのか？以前書類をいただいてざっと
読みましたけれど、よく分からないので、会長の言い
たいことを簡単に分かり易くまとめてほしい。法律と
か言われても分かりにくいので。
回答 1
　後日まとめたものを支部の方にお送りしたいと思い
ます。
質問 2
　提案に賛成でございます。私どもが持ち帰りまして
説明がしやすいように簡単な説明で結構ですのでお願
いします。
　公益法人の見直しがこの 5年間に行われてそして 2
階建てになって、厳しい公益法人とそれから一般社団
法人、どちらかにしなさいと。両方できないのだった
ら解散しなさいと。こういう経緯になったことはよく
わかっております。ずいぶんご検討いただいて厳しい
方の公益法人は無理であり一般社団法人にならざるを
得ないと、ここへ到達されているという様に思われる。
厳しい方の公益法人が何故に無理だったのかと、何故
一般社団法人にならざるを得ないのかということの簡
単な説明をしておいていただきますと私どもが支部に
帰って説明がしやすいと思いますので。検討の経緯に
ついて簡単に触れていただくと有り難いと思っており
ます。
回答 2
　わかりました、それを含めて別途お送りする予定に
します。
質問 3
　今、聞かせて欲しい。
回答 3

　今度の制度で従来の社団法人がどちらになるかとい
うことについてですが、公益社団法人ということにな
りますと、公益関係の事業を50％以上する必要が出る
ということです。我々の同窓会という形は公益関係の
事業に含まれません。今現在、我々が工業会として行っ
ている公益的な事業は、比率的には３0％、甘く見てで
すね。これは公益だろうと思われる事業が３0％くらい
になります。それを50％以上やらなければいけないと
いうような、それも毎年引き続き50％以上になるよう
な比率で事業しないといけない、ということになりま
すと、我々工業会の中心は何かといいますと、同窓会
活動がメインになっていますので、50％以上に公益比
率をもってくるのは非常に難しいという事。これから
あらためて公益を考えるということが出てくるかもし
れませんが、公益を考えた時もやはり、先ほど資産と
して 4億ほどあるといいましたがそれは工業会の同窓
会として行ってきた財産でございます。そういったも
のを同窓会と関係ないことで使うというのは好ましく
ないということでございます。
質問 4
　一番肝心なことは、同窓会というのは公益性からい
うと一般社団法人にならざるを得ない要素のことで
あったと。その辺にもちょっとふれてメモを出してい
ただきますと支部で説明しやすいと思いますので、よ
ろしくお願いします。
回答 4
　広島県と色々相談した際、まず公益社団法人を目指
そうと言ったら、同窓会は認可しませんと切られまし
た。そこがネックですね。
質問 5
　賛同いたします。法人名について質問なのですが、
本部の理事もしておりまして、 5月の終わりに 4つ名
称の提案がありました。
・広島大学工学部同窓会
・広大工業会
・広島大学工業会
・フェニックス工業会
という 4つが提示されて、理事会の中で出たのですけ
ども、私は広島大学工業会というのに賛同して、事務
局の方にご返事いたしました。今日定款を見ますとそ
の中に 4つにないものがありまして広島大学工学同窓
会とありました。これはなぜか？経緯を説明してほし
い。
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羽山副会長
　羽山からお答えさせていただきます。評議員の方々、
先生の方々、その他相談しながらご意見伺いました。
多数決で行くと違うのですけども、よくよく考えてみ
ますと、私たちの広島工業会というのは、「広島大学
の工学部を卒業した卒業生の皆さんの同窓会」という
のが基本的な形ですよね。広島工業会と言いますと、
広島大学とのつながりがよくわからないので、広島大
学という言葉は入れたい。なおかつ工学部卒業ですの
で工学部というのも入れたい、広島大学工学を入れた
上で、やはり基本は同窓会ということ。もちろん公益
的な活動もしますけれども、基本は皆さん同窓会とい
う思いが強いと思いますので、その思いを込めて広島
大学という名前と、工学部という名前と、それと同窓
会なのだと。名は体を表すという形で、この会を運営
できたらということでこういう名前を提案させていた
だいております。 4つに無かったのは、その後色々検
討しながら私自身も考えましたし、会長も考えまして、
最後に決めるところでそういう風に思ったものですか
ら、時間的に十分ではなくて、そういう風に考えてお
ります。
質問 6
　趣旨には賛同します。支部に持ち帰って説明はしま
すが、総会なり支部の集まりに出てこられる方には説
明できますが、そうでない会員様には工業会の方から
郵送で案内を配布してくれますか？来られない会員に
も支部の方でご案内すべきでしょうか？
回答 6
　一つの手法として、工業会の場合は現在ホームペー
ジ（以下ＨＰ）を充実した形で運営しておりますので、
そちらの方にも掲載したいと思っております。
質問 7
　工業会誌と一緒に同封されるとかは？
回答 7
　会誌の方は結論だけの形になります。それは会誌の
方にも載せます。
質問 8
　結論のご案内も行くということですか？
髙東会長
　結論のご案内だけでもさっきご提案のあった趣旨が
分かりやすいものを同封させたらどうですか？各支部
で説明とおっしゃるようなスタイルの物も工業会誌
に。皆さんＨＰ見ていていないようで、ぜひＨＰもＰ

Ｒしていただきたい。工業会誌なら確実に行き渡りま
すので、それに入れる努力を事務局にしてもらいます。
質問 9
　同窓会は一般社団法人で行かざるを得ないというの
は分かります。将来やはりよいですから異議はありま
せん。この広島という立地点から見て西日本に会員が
多いのはやむを得ないのですが、先ほどの資料の最後
にありました選考の選出区について、それぞれの県に
よって熱意の問題があると思うのですけど、四国では
愛媛県が広島に近いので会員が一番多いと思うので
す。あるいは中国地方でも島根県とか鳥取県とか、中
国地方の各県にも。熱心に活動しているところには支
部が多いのですけれど、たくさん会員がいるにもかか
わらず誰も音頭を取らないので支部ができていない地
域がかなり多いと思うのですけど、そこは社員の選出
には外されるような感じになりますよね？例えば四国
の愛媛県の場合、支部を作るように働きかけるとか。
中国地方ですと各県には…
回答 9
　ご意見の途中で遮って申し訳有りません。恐らくこ
ういった説明が十分でなかったのではないかと。先ほ
ど50〜60名の代議員として主として支部長と言いまし
たけども、会費を払っている全会員に選挙権、被選挙
権はあり、代議員を出せるようにしたいと思っていま
す。その中で支部を設置しているところからは １名ず
つ代議員を出していただきたい。その他支部に属さな
い会費を払っている会員についてもあと３0名ほどの枠
の中で代議員になっていただくような仕組みを考えて
おります。先ほどの説明で十分でなかった点はありま
す。
質問10
　仕組みはよくわかりました。ですがやはり支部を作
る運動をしないと空白ができるような気がしますの
で、難しい問題もあるかもしれないですが、ぜひそれ
を進めていただきたいと思います。そうしないと空白
の所は社員になりにくい地域になると思いますので。
回答10
　先ほど言いましたが、支部に属さない会員の方をど
うやって選ぶかというのが我々の悩みの種です。支部
が増えていけばこれが一番望ましい姿ですから、それ
についても努力したいと思います。休眠活動のような
支部にもぜひ働きかけていきたいと思います。
質問11
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　支部の会員に説明する場合に、初めて代議員になる
人もいますが、何をするのかということを簡単に説明
お願いします。
回答11
　基本的には代議員は支部に対しては責任を負ってお
りません。本部に、広島大学工学同窓会全体に責任を
負うという格好で60人が色んな事を決める権利を持っ
ているということが大原則です。総会に出席して議決
権を行使するというのが代議員の最大の使命です。そ
れが支部長に重なっておれば、それを支部長なり大議
員になられた支部に属されている方は総会で議決した
ことについて支部の中でご説明いただきたいというふ
うに思います。今のことと離れますけれども、総会に
は代議員しか出られませんから一般会員の方はどうし
て情報を得るのかということがありますけれども、今
日のような会合をまず代議員による総会を開いて色ん
な議決事項を議決してもらいます。その後一般会員も
参加できるような場を持って総会というか広島大学工
学同窓会懇話会（仮称）というような会で、社員総会
で議決された事項を周知して質問を受けて、色んなご
意見をいただくと。ただ議決権はそこの場にはありま
せん。
質問12
　代議員は、会社の株主総会における委任制度という
のはあるのですか？
回答12
　会社の場合株主が全権利行使します。我々の場合、
代議員（社員）が全権利を行使します、各50〜60名の
人が、ちょうど会社の株主に対応します。また、出席
できない場合の委任も可能です。
質問13
　先ほどの話に出たと思うのですが、非常に区域が広
く、形式的な支部会員は非常に多いけれど、実際に参
加している会員というのは実態的には少ないという場
合、代議員候補者を推薦する方法として、支部の中で
ある程度一任を取り付けて内部的に決めるというやり
方をとってもいいのでしょうか？
回答13
　支部の中で一任を取り決めるというのは結構です。
それぞれの支部と相談しながら、その支部から １名、
ないしは関東支部のような会員の多い支部は 2名、 ３
名などになると思いますけれども、何名か代議員候補
者を推薦していただいて、本部に集約後、代議員選考

委員会の ７人くらいで審議し、代議員を選考し、それ
を会員の皆さんに公示して、 １か月間その意見を求め
て総数の１00分の 5の異議が無い限り、公示した方が
代議員として当選されたということです。
質問14
　会員に対する公示というのは何によってされるので
すか？
回答14
　書類郵送と会報をＨＰで出すと。選挙権のある会員
に、具体的には会費を滞納していない会員 １万人弱に
対してです。この方に60名をざっと書いたのを送りま
す。ずいぶんいろんなパターン １というのを説明しま
したが、色々やってみるとこれが一番何とかやれると。
ＪＡＦでこういうスタイルを取って実際に認可された
という実績もあるので、有る程度自信を持っています。
質問15
　選考委員の ７名が色々な学部から出ていなければな
らないとか、そんなことは要素に入っていますか？
回答15
　入りません。排除しました。我々は定款の中か代議
員選考規定かどちらかで工業会の会員という条件を一
つ付けています。
質問16
　会員の中のいろんな学部出身がいると言うのは？
回答16
　学部の中の学科ですか？そういった要素は入れずに
選ばれています。候補者を読み上げてみます。具体的
に言ったら今まで評議員になって頂いている方、会長、
広島大学学長特命補佐の山根先生、マツダの竹林さん、
広島大学の三枝先生、 ７名で選考委員会を構成しても
らおうと思っております。いずれも工学部の卒業生で
す。色々ご意見も出てくれればまた、もう少し若い人
とかいう意見もあるかもしれませんが、ある程度工業
会のことに精通している然るべき人を選ぶと本日の総
会で提案させてもらいます。
質問17
　支部長会はどうなりますか？
回答17
　社員、代議員の決議をする総会をこれは確実にする
必要はあるのですが、全国に広がっている同窓会の活
動として、基本的には支部的な活動で展開していかざ
るを得ないと思いますので、名前は代わるかもしれま
せんがこういう情報交換の場は必要だと考えています。
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質問18
　法人の改革というのは非常に重要な問題で、また経
験したものでないと細かいところは分かりにくいと思
いますので、今日はこの問題に特化して理解した方が
良いと思います。今日の総会で確定ですよね、来年の
4月から移行するというのは。午後の総会で決定した
ら、定款も代表理事も皆決まってしまうわけですから。
支部の報告は例年のことですから資料を見れば分かり
ますので、今日は、皆さんの理解の時間を十分取って、
特に質問・意見等ある人以外はこれに特化すればいい
のでは。これは動議ですけれど。
回答18
　私も賛成です。皆様方にせっかく書いていただいた
物を失礼するような形になりますけれども、特にあれ
ば後ほど時間をとるということにして、それまでは法
人制度改革についての対応の問題についてご質問・ご
意見を承りたいと思います。
質問19
　いろんな学科がありますが、支部の中で、例えば応
化から候補者を選んだとしますね、全体的にバランス
を取って応化が何人くらい、機械が何人くらいといっ
たバランスは本部の方でおとりになるのですか？
回答19
　具体的な議論はしておりませんが、そういうバラン
スが必要でしょうか。逆にご意見を伺いたい。
　ある程度今日の支部長の色んな卒業年のところを見
ても、ある程度色んな学科から出ていられるように思
いますし、しかるべき良識ある方と思いますから、特
に学科に拘泥されずにこの工学同窓会の運営に対する
重要事項の決定に参画していただけるのではと思って
おりますが、どうでしょうか？
質問20
　それはその時のことということですよね。偏ったら
ということですよね。
回答20
　支部からいただいた候補者リストについて、よほど
偏っていることがあれば再相談ということも考えられ
るかと思いますけれど。
質問21
　代議員になられた方は、どの程度代議員としての仕
事をやらねばならないか、どのくらい時間を取られる
のかということをお教えください。また、どういう方
を推薦すればいいのか、例えば見識のある人、人格者

とか色々あるでしょうけども。今お聞きしましたのは
会費を払った者が有資格者ということですけども、例
えば現役もしくはＯＢ、元会社の社長の方がいいだろ
うとか、むしろ現役の40代から55歳以下くらいの年齢
の者の方が良いだろうとか、その辺は考慮する必要が
出てくるでしょうか？
回答21
　あまりそこで拘泥される必要があると私は思いませ
ん。良識ある同窓会の会員であり、良識ある社会人で
あれば、特に私（会長）としてはふさわしくないと思っ
ておりません。ご質問の拘束時間については、今日こ
こに来ていただければほぼ終わりです。総会に出席頂
いて会の重要事項の議決に参画して頂ければ結構。ど
うしてもその日に都合が悪ければ、代理人に来てもら
うとか、書面で委任するとか。代理人を立てられない
時は書面でこの代議案には賛成だとか反対だとか評決
を出してもらいたいと思います。普通の株主総会でよ
く株主になされますよね、それと一緒です。と今考え
ております。
質問22
　今、名簿が発行されておりませんが、止まっている
と思うのですが、数年経ちまして、内容がだいぶ変わっ
てきたと思うのです。各支部の方でも把握に努めてお
りますけど、最近は非常に、工場や会社の流動性、海
外への進出とかありますし、人員の流動が非常に激し
いですね。そういったことの確認は各支部でも行うと
して、一番正確なのは、やはり本部の方の名簿・台帳
が正確だと思いますが、これは、例えば、地域別、県
別とか等の区分けでリストを各支部に出していただく
ことはできるでしょうか。個人情報管理法との関連も
ありますが、最近ですと、むしろFacebookのように
全部さらけ出すと、そういうやり方も出てきました。
あながち秘密にする必要も無くなりつつあるのではな
いかという気もしますが、いかがでしょうか。
回答22
　その点ですね、これは本部の方も非常に困っている
というか、悩みの種の １つですが、本部のほうで把握
しているところもありますが、全部が全部把握できな
いところもあります。新たに卒業する学生さんは、そ
のような連絡先をお願いしているのですが、まだ配属
先がはっきりしないということで、実家の方がデータ
になっています。その後のデータは、連絡はありませ
んし、それこそ連絡したとしても、個人情報保護法に
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ついて親御さんからもありまして、連絡をいただけな
いという状況のデータになっています。ですから、お
そらくレベル的には各支部さんと本部とは同じような
レベルではないかと思います。一応、そういうような
中でもできるだけの調査は行っています。
質問23
　ということは、現在わかっている本部のデータをダ
ウンロードして、そのファイルをいただけるのですか。
回答23
それはですね、支部ごとのリストではなくて、個人
個人の今年卒業した人Ａ君、Ａ君の住所はこうなって
いるよ、と。それが卒業したあとは、どうなっている
かは把握できていない状況です。卒業時点でのリスト
は、住所は実家というのがほとんどです。ですから、
各支部の内容とリンクしないということになります。
質問24
それはかまわないとしたら、現状の、今日行われる
総会の開催案内のはがきが来ますね。それに返事を出
しますね。それが最新のデータだと思うのですが、そ
の結果をインプットとされるのはいつ頃でしょう。
回答24
それはその都度、わかった時点で修正を行っていま
す。
質問25
その程度の内容でもいいとすれば、例えば兵庫県と
いう地域に区分けしてダウンロードしていただくこと
はコンピュータ的に可能でしょうか。
回答25
そうですね。できないことはないと思います。ただ、
現時点ではそこまで行っていないのは、今言いました
ように、精度上の理由があるからです。しかし、検討
することは １つの案としてありますね。
髙東会長
　堂々巡りのようですので、会長として、新会長にお
願いしますが、今のように会の活性化のために役に立
つようなデータなら、あくまでも適切に管理して頂く
ことを前提に、それから、何か起こったら責任を取り
ますよ、と確定できればそのことを前提に、いろんな
データとして積極的に各支部へご提供するという方向
で考えて頂きたいと思います。羽山さん、お願いします。
羽山副会長
　はい、今の件は、そのようにさせていただきます。
質問26

これから以降の実務的な問題として、支部という名
称は、社団法人としての支部という誤解を受けてはい
けないので、支部という名称を止めて、例えば徳島県
の場合ですと徳島県広島大学工学同窓会、あるいは香
川県だったら、香川県広島大学工学同窓会のように、
はじめに県とか会社名を付けて統一した名称に、この
来年の 4月 １日から変えると、支部という誤解されが
ちな名称をみんなやめていくと、そうしないと勝手に
皆が名前を付けますと、徳島県は支部と名乗って、ば
らばらな感じになりますので、できればこういう名称
にした方が、絶対とはいえないと思いますが望ましい
というような提案をされたらいかがでしょうか。
髙東会長
　なるほど、今のことに関連して、何かご意見、賛成、
反対の意思表示がありましたらしてください。
質問27
　広島大学工学同窓会岡山ブロック会でもいいですよ
ね。支部長は無しで、世話人とか代表とかも無しで、
柔らかい言葉、要するに同好会にしなさいよと。大学
で言えば、サークルでも、部でないのだ、同好会です
よと、そういう位置づけですよね。同好会のような位
置づけですよね。集まりも、そのブロック会の代表な
り世話人が、これまでのような支部長会という意味で
はなくて、代表者会とか、世話人会とか、そういう意
味でよろしいですよね。そのような柔らかい、岡山ブ
ロック会とか、神戸市ブロック会とか、そのような表
現でいいのですよね。このような表現で、頭に付ける、
決まった形にするというのはちょっと大変でしょうけ
ど。それから、代議員の方も、今まで、我々は支部長
がいましたが、そのブロック会に誰か出ているとか、
出ないかもわからないとか、そのような思いでいれば
よろしいですね。代議員さんは、法人としての役割が
あったり、法人としての責任とか権限をもつと。一般
の我々はもたない、何もないのだと、いうぐらいの意
味合い、今、この内容を解釈すると、これでよろしい
ですよね。
髙東会長
　なんにもないという訳ではありません。会員は、い
ろんな権利はあります。決議事項を閲覧したり、会員
の中でこの人は良くないから除名してくれとか、いろ
んなことを具申する権限はありますが、総会で決議す
る権限はありません。
質問28
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　堅い意味でですよ。
髙東会長
　堅い意味でですね。堅い意味で。
質問29
　代議員さんとか、社員さんとか、評議員さんは、きっ
ちり、法人格のいろいろな役割とか権限とか、義務が
伴いますけど、一般の会員は代議員とかには意見を言
えばいいけども、敢えて個人としてはそのような権限
をもたなくてもいいという表現の方がいいのかもしれ
ませんね、権限についてあんまり気にする必要はない
と。
髙東会長
　あまり気にされることはありませんね。
質問30
　そういうことですね。今の、頭につけられてもいい
ですし、私がふと考えたのは、広島大学工学同窓会岡
山ブロック会にしようかと、今思っています。
髙東会長
　なるほど。
質問31
　そのような感じの表現にすればいいという意味です
ね。
髙東会長
　はいそうです。すみません。一番大きな関東支部さ
ん、この議案について、ご意見がありましたらお願い
します。
質問32
　職域支部がありますね、ということで、今のところ
そういう支部は併存している、オーバーラップしてい
るということになっています。今、簡単に、その全部
をブロックに変えるかどうかということがあります
が、ちょっと、このままではもう １つ知恵を絞る必要
があります。本当の意味で会員の親睦をより進めるた
めにも、その辺をうまく考えておかないと、うまくい
かないのではないかという気が少しします。ですから、
先ほど、徳島の方が言われたような意味での誤解を招
く表現ではない形にすることには賛成ですが、すぐに
それを全部ブロックにするかというと、まだもう少し、
まあ言えば、関東は関東の中で少し考えなくていけな
いと思います。それからもう １つ、今度は関東以北と
いうブロックで、代議員選出のブロックが大きくなる
ということですね。これについては、よく分かってい
ないところがありますから、一端移行させた後でもい

ろいろできることですから、そこで知恵を絞ってもい
いのではないか、あまり今急いでこうしましょうと、
すぐに決めてしまうのはちょっと拙速ではないかとい
う気がします。
髙東会長
　はい。わかりました。もう一人どなたか、このこと
に関連するご意見があれば、伺います。
質問33
　今日の配付資料の 2の １の支部のところに書いてあ
りますけども、定款上では支部のことを明記しないの
で、法律上は何ら問題ないと書いてあるので、私は好
きなようにすればいいのではないかと思います。あえ
てブロックとかに変更しなくても、今のままでいいと
思います。定款上に何も記載されていないのだから、
好きなようにすればいいという意見に賛成です。
髙東会長
　はい。わかりました。 2、 ３の方にご意見を伺いま
したが、支部にこだわらないで、もう少し幅広にいろ
いろな名称を名乗れて、しかも定款に抵触しないとい
うことを前提に考えましょう。今日、ここで決めると
いうことはお許し願いたいとして、もう少し知恵を絞
りたい。はい。あと 5分です。他に何かあれば。よろ
しいですか。それでは公益法人制度改革に関する意見
交換はこのくらいにしまして、他に何かあれば。よろ
しいですか。それでは、公益法人化に関する意見交換
はこの位に致します。
③支部活動について
髙東会長
　支部の状況について、これは言っておきたいという
ことがあれば。あと 5分しかありませんので、短時間
であればお聞きしたい。お伝え願いたいと思います。
大阪支部（中村）
　先ほども支部の話が出ましたが、昨年度、要はもう
京都府、奈良県、ここら辺はもう支部活動を行ってい
なかったとお聞きましたので、専務理事といろいろお
話しまして、今回、大阪府、京都府、奈良県の方全員
に大阪支部が扱いますからということで参加してくだ
さいということで、１３00名に案内をお送りしました。
結果として、１25名の会員しか集まらなかったという
ことです。で、一応、それでとりあえず、大阪府 6割
くらい、京都府、奈良県が１0名くらい。あと残りが兵
庫県、尼崎を含めてです。このような形で今維持して
います。一応、春、夏、秋、冬の季報をお出しして、
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支部総会は ３月に行っているという状況です。以上で
す。　
髙東会長
　はい。ありがとうございます。他の支部からありま
すか。はい、どうぞ。　
静山支部（櫻井）
　静山支部といって、静岡と山梨県を担当しています
が、先ほど名簿の件がございました。会長からも、今後、
是非改善したいと言って頂きましたので、繰り返しに
なるかもわかりませんが、今私たちの支部で何人ひと
がいて、どういうところに住んでおられるのかという
その情報を私たちも摑んでいろいろご連絡したいので
すが、返事が返ってこない、もしくは転居している、
他県に転出しているというようなことで、連絡がつか
ない人が一杯います。けれど、先ほどの話ではありま
せんが、本部には総会の案内の返信で住所を教えてく
ださっているはずですから、是非、各支部のそこに住
んでおられるであろう方のリストを私たちの方に提供
頂きたい。そうでないと減るばっかりです。静岡県に
他の県から転入されている方が必ずいるはずです。け
れど、そういう情報は一切入りませんから、個人から
わたしのところに静岡県に転入したから静山支部に入
れてくださいという、そんな情報は来るわけありませ
ん。先ほどの新入社員もそうです。実家の住所しかわ
からない。それはそうかもしれませんが、その後の総
会の案内の返信で、現在の住所について何人かはわか
るのではないかと思います。ですからそのような情報
を是非各支部にご提供頂きたい。それをもうずっと言
い続けていますが、それを言うと、 １ページに何人記
入できて、 １ページにつきいくら経費が発生しますと
いうようなことを言われて、どうして本部と支部の間
でそんなお金のやりとりが発生するのだろう、という
ことで、私も憤慨してもう要求もしないことにしてい
ますが、どんどん人数が減って活動が衰退すれば、そ
れは仕方ないだろうな、というような思いでおります
けど、是非その辺は、ご検討頂いて前向きに対応頂け
ればと思います。
井上専務理事
　はい、わかりました。名簿の件は、いずれのところ
も悩みの種ですが、今のご意見も参考にしますし、我々

としてもその辺のところは進めなければいけないとい
う自覚をもっています。ですから、今後そういう方向
で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いし
ます。
髙東会長
　今専務理事が申し上げたように、確実にやらせてい
ただきたい。と申しますのは、実は広島工業会の実態
というのは、おっしゃるように会員がどんどん減って
いるというか、幽霊会員が増えておりまして、連絡を
取りたいが連絡が取れない、あるいはもっと同窓会と
して機運を高めていきたいけれどもうまく進まない、
ということが課題だと認識しています。そういう意味
でもあらためて、本部の方もそうですし、地域支部の
皆さんのお力も借りながら、今の会員をきちっと把握
し、連絡を取れるようにするということを １つの柱に
して進めたいと考えておりますので、是非ともよろし
くお願いします。
　それでは時間が来ましたので、支部長会を終わりに
しまして、今度は工学研究院長のお話を伺いたいと思
います。

⑶　事務局からの連絡等
　①広島工業会会費納入状況について
　・資料参照
　②平成23年度広島大学卒業・修了予定者就職状況について
　・資料参照

⑷　工学研究院（科）・工学部の現状と今後の重点課題

広島大学大学院
工学研究院（科）長・工学部長

� 吉田　総仁　教授

工学研究院長、工学部長をさせて頂いております吉
田でございます。今日は貴重な時間をいただきまして、
皆様の母校が今どの様になっているのかということに
ついてご報告させて頂きたいと思います。これが一番
最近の工学部の周辺の写真です。
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左上の写真は、千田町からもって参りました工学部
の象徴でもあります門柱ですが、工学部の本部の近く
にあります。それとこちらの右の方の写真が工学部沿
いにある並木です。私も工学部の移転を経験しており
ますが、そのころは大学らしさというよりは建物がぽ
つんと工学部だけがあるような状況でしたけれども、
今はキャンパスをご覧いただければわかりますよう
に、日本でも有数のきれいなキャンパスになっており
ます。とりわけ30年経つと木が大きく育っております
ので、大学の雰囲気というものが作りだされておりま
す。今、申し上げましたように、工学部の建物は出来
てからおよそ30年経っておりますので、実はそろそろ
老朽化をして参りました。それから、あわせて、耐震
強度も、やはり問題があるということがわかっており
まして、この写真をご覧いただければわかるかと思い
ますが、左から ２番目に少し色が濃くなっている建物
があるかと思います。これはA ２棟、主に土木、建築、
それと元の言い方で言いますと船舶関係などのグルー
プなどが入っております建物です。これは丁度 ２年前
に改修工事が終わりました。当初の予定では毎年順番
に、この ４つ建物を改修する予定でしたが、昨年度は
予算の逼迫した状況等がありまして、改修が止まって
しまい、私たちもどうなるのだろうかと、大変懸念し
ておりました。昨年度全く手つかずでしたが、この
A 1 棟という主に電子・電気・情報系の建物ですけれ
ども、これが今年度から改修工事に入ることになって
おります。それを皮切りに、次は主に機械系の建物で
ありますA 3 棟、その次に、主に化学系の建物であり
ますA ４ 棟というふうに順番に改修工事に入れればい
いなあと思っております。現在のところ決まっており
ますのは、今年度、この電気・電子・システム・情報
系のA 1 棟の全面改修が決まっております。

ものづくりプラザ（フェニックスファクトリー・フェ
ニックス工房）
その他の建物関係で重要なことといいますと、この

「ものづくりプラザ」についてです。

フェニックス工房につきましては、広島工業会様か
ら多大なるご寄付をいただき、整備を行いました。元々
の学校工場がここにあります。これは主に機械系の実
習、主に工学系の依頼工作等を行う、いわゆる学校工
場でした。そこを今度は理学部の工作室と合わせて 1
つの大きなフェニックスファクトリーを作り、この ４
月から運用されております。もし皆様も工学部の方に
立ち寄られる機会がございましたらご覧頂きますと、
以前の学校工場よりはずいぶん違って、規模が大きく
なったことがおわかりいただけるのではないかと思い
ます。
物作りの教育という点については大変力を入れてお

りますが、特にフェニックス工房を中心とした活動と
しては大きく ２つございます。これは学生の自主活動
ということですが、 1つは鳥人間コンテストで、第35
回といいますから大変歴史の長いもので、毎年夏に琵
琶湖で人力飛行機を飛ばす競技です。これは全国から
いっぱい大学が集まってきて行っておりまして、テレ
ビでも紹介されておりますので皆さんもよくご存じの
方も多いかと思いますけど、広島大学もほぼ例年出場
しておりましたが、残念ながら昨年は参加ができませ
んでした。今年は、すでに書類審査の段階で合格し、
エントリーしております。 ７月２8日、２9日に、こうい
うような飛行機が飛ぶ予定でございます。是非ご期待
頂ければと思います。
もう 1つは、全国学生フォーミュラ大会というのが

あります。これは第10回ですが、これについても参加
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をいたしております。 9月の 3日～ ７日に開催されま
すが、そこにも学生たちがこういった車を、自分たち
で作って参加をいたします。両方ともそうですが、安
全面ということがありますので、審査なども非常に厳
しくチェックをされるということで担当の教員も付き
まして十分な指導もしているという状況です。

広島大学の理念・目標
少し一般的な学術研究のお話をさせて頂きたいと思

います。広島大学の全般的な理念というのは、平成 ７
年から理念の 5原則と言うことで、平和を希求する精
神、新たな知の創造、豊かな人間性を培う教育、地域
社会・国際社会との共存、絶えざる自己変革、が全学
の理念です。その中で特に目標としては、世界のトッ
プ大学にするということが、広島大学のミッションに
なっております。現在は、政府で大学というものが、
特に国立大学は税金がいっぱい入っていますので、各
大学が、どういうミッションをもっているのか、それ
を主に教育を行う大学なのか、研究をして社会に貢献
するのか、とか、そういうような、それぞれの大学に
あわせたミッションというものを強く明確化すること
が求められています。その中で、広島大学は世界トッ
プレベルの総合研究大学を目指すと決めたわけです。

世界トップレベルの研究を目指す
工学研究科、工学部では同じように世界トップレベ

ルの研究を行うことと、グローバル化の社会の中で、
国際舞台で活躍できるような人材養成をするというこ
とを目標にしております。とりわけ工学部というのは
社会、特に産業界とのつながりが大変深いところです
ので、こういったことを通じて貢献していくことが我々
の目標となっています。それでは、具体的に、そうい
うようなトップレベルの研究を目指すために、どのよ

うな活動をしているかについてです。むろん研究とい
うのは、教員、研究者が自分で頑張るというのが基本で、
個々の発想、自由な発想とそれから努力によってそう
いった成果を挙げていくのが基本です。同時にそれを
大学全体、工学部全体として後押ししたり、あるいは
それをやりやすい状況を作っていったり、励ましたり
ということをしていくことが大変大事なことになります。

昨年度から、研究推進委員会が活動を開始しており
ます。特に最近では国際的な学術研究が大変大事だと
言うことで、まずは教員のそれぞれの国際学術研究で
どういう成果を挙げているのか調査を始めました。
SCIというちょっと聞き慣れない言葉があるかと思い
ますが、これは�Science�Citation�Indexの略でして、
トムソンロイターという企業が世界中の論文に関する
データベースに作っておりまして、誰がどういう論文
を書いて、その論文は誰がどのように引用したかなど、
全部Web上で見られるようにしています。レベルも
一定以上の論文以外はそのデータベースに載せないと
いうポリシーがあり、世界的にも、ここのデータベー
スに載るような論文が、国際学術研究として認められ
るというような状況になっておりますので、それを調
べました。
それから、被引用件数の調査です。要するに論文を

書いたはいいけれども、それが誰も読まない誰も参照
しないというのでは寂しいので、いっぱい引用される
論文ということは注目度が高いとして、被引用件数を、
論文のクオリティーをはかる非常に単純な尺度として
用いて、調べました。
同時に、こうした研究の質を測る尺度は分野ごとに

よっても違いますので、例えば、機械のグループ、電
気のグループ、土木、建築のグループ、化学系のグルー
プとかのグループ毎に、世界のトップの研究というも
のは、どのようなものをイメージし、どのような目標
値をもってやるのかを明確化することにしています。
いうなれば専攻グループ毎にそういった一種の目標を
持って、それに向かってやると言うことも明確にして
います。研究というものは非常に多岐に渡っておりま
すので、先ほど申し上げましたような単純な指標だけ
では計れないというのは当然です。一方で、すべての
国がそういったことに関心を持っている以上、全く無
視して、俺たちよくやっているよね、というような状
況というのもいかがなものかということで、こういっ
たことを始めているということです。とりわけ若い先
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生たちには、これから世界のトップレベルの研究をど
んどん行ってもらいたいと思っております。同時に、
いくつかの重要な研究の拠点の形成についても、今後
少し議論して、重点的に研究するグループなどを支援
していきたいと思っております。
実際のところ、現在どのような状況かといいます

と、大学世界ランキング２011年で、広島大学は２４9位
です。これは調査団体によっても少し違いますが、世
界中の多くの大学がやはり世界ランキングというもの
を大変気にしております。これは研究、教育、さらに
留学生の比率とか、あるいは教員の外国人比率とかい
ろいろな尺度で点数がつきます。それですと、相対的
にはそういう指標のいくつかは日本にとっては大変不
利だとは言われております。それにしましても広島大
学は今２４9位ですので、もう少しこのランキングも上
の方へ上げていかなければいけないという状況ではご
ざいます。

データに見る広島大学　－研究・教育・資産・予算－
広島大学の研究活動の状況はどうかと申しますと、

先ほど申しましたような論文の被引用数という非常に
単純な尺度で見てみますと、極直近のもので、国立大
学では10位ということです。残念ながら、東京大学を
はじめとする旧 ７帝大、それから理工系でいいますと、
東京工大、それと筑波大、慶応義塾というようなとこ
ろが少し入りまして広島大学がこの10位という状況に
なっているということです。
教育につきまして全く似たような状況で、博士の学

位をどのくらい出したのかというのが、筑波大学のす
ぐ下でやはり10位という状況です。それから大学の資
産と言う点で見ますと、東京工大の 1つ上の名古屋大
学の下の 9位ということです。
同じように、科学研究費の補助金、これは国から、

実際の研究テーマを各教員が申請をし、審査の上、獲

得する重要な外部資金ですが、これが今1２位という状
況です。非常に同じようなデータで恐縮ですが、外部
資金も1２位、特許については 9位ということで、この
全体をご覧頂きますと、広島大学が今どういう位置に
あるのか、要するにトップ10の大学と言うことです。
ただ残念ながらトップ10の最後の方のトップ10だとい
うことで、何とか私たちとしましては、このトップ10
の一番最後ではなくて、もう少し旧帝大の中に割って
入るくらいの勢いをつけたいものだなと思っていると
ころです。

工学研究科の概要
ここで、工学研究科に少し話を移しますと、工学研

究科には学部学生が２２00人程度、広島大学が 1万人程
度ですから、 ２割以上の学生が工学部の学生で、大変
学生比率が高いですね。大学院につきましては805人
で、全体が４300人くらいですので、これもかなりの数
になっております。教員数については、18７人で広島
大学全体が1７４8人ですので、約 1割です。簡単に言っ
てしまえば、学生は約 ２割いるけれども、教員は 1割
程度ということで、言うならば多くの学生を抱えてい
るという状況です。特に修士課程に至っては、約 3割
近くが実は工学研究科の学生です。1081人に対して
２93人が工学研究科ですので、これは非常に大きな状
況です。
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これは、昨年もご報告申し上げたのですが、工学部、
工学研究科の組織の現状です。

学士課程について言いますと、従来と同じで、第一
類機械システム工学系といいますが、機械系、第二類
は電気・電子・システム・情報系、第三類に化学・バ
イオ・プロセス系、第四類建設・環境系となっており
ます。大学院は、言うならば旧の学科にかなり近いよ
うな形で構造ができておりまして、機械は ２つに分か
れておりますが機械システム、機械物理、それから、
電気・電子・システム関係がシステムサイバネティク
ス、情報系、化学工学、応用化学、なお、第三類の方
のバイオいわゆる発酵工学ですが、その大学院は先端
物質科学研究科に入っています。同じように、第二類
の電子物性関係の大学院も先端物質科学研究科に入っ
ております。この先端物質科学研究科というのは、理
学部と工学部が持ち寄って作った、もうおよそ10年く
らい経っておりますが、大学院だけの組織です。あと
社会基盤環境工学、土木です。輸送・環境システム（旧
の船舶）、建築学、これは建築そのものです。このよ
うな状況です。先ほどもご紹介いたしましたが、工学
系で見ますと、科学研究費、科研費が 3億 3千万。今
年は 3億 5千万円が内定しました。少しは科研費の獲
得額も上がってきておりますので、これは我々が少し
勢いがついてきたかなというプラスの材料です。

国際舞台で活躍できる人材の養成
人材養成の点から申し上げますと、英語による大学

院の講義というものを、今、定着させようということ
で、各専攻がすべて英語でも講義を受け、論文を書き、
最後の発表も英語で行って審査も英語で受けるという
ことが必ずできるようにするという方針の下に、今現
在そうなっております。ただ実際のところ日本人の学
生がやはり大半でございますので、多くの授業は日本

語で行われており、並行して英語の講義も開設されて
いるという状況です。なお、英語の授業につきまして
は、私たちの海外の友人をいっぱい活用しまして、非
常勤講師として、主に集中講義ですけれども、授業を
やってもらっています。昨年度は1４名の欧米、一部ア
ジアの研究者を招聘いたしまして、そのような授業を
大学院の講義の中に入れてやっております。
それから海外のインターンシップというのは、これ

は修士課程の学生が一定期間、1ヶ月弱ですけれども、
主にアジアの日系企業に、いわゆるインターンシップ
で行くという授業です。この事業については、日系企
業には大変お世話なっております。それから海外共同
研究といいますのは、大学院の授業ですけれども、私
たちの教員の共同研究先に大学院生を派遣し、そこで
共同研究を推進する、一緒にやってくるという、こう
いうプログラムです。
それから文科省の事業としまして、組織的な若手研

究者等の派遣プログラムというのがありまして、これ
に採択されましたので、多くの大学院生や若手教員が
これを利用して海外で研究発表したり、あるいは 3ヶ
月とか、それ以上の長い期間、海外で、いわゆる留学
するという機会ももてております。海外有力校、例え
ばインドネシアですと一番有名なバンドン工大、それ
から台湾の国立中央大学というところとは、現在ダブ
ルディグリーの制度を作ろうとしています。これは何
かと申しますと、広島大学の学生が広島大学から修士
のプログラムに則って修士を修了するということ、並
行して例えば　台湾国立中央大学の修士号も同時に得
るというような制度です。こんなようなものを今進めて、
特に、台湾の国立中央大学ではここ1、 ２ヶ月の間に
調印するという状況で、バンドン工大とも、もうすぐ
それができそうな状況です。こういうことを行うことに
よりまして、広島大学の学生がいろいろな経験を積む
ということ、それから海外から優秀な留学生を獲得す
るということを目的にしているわけです。最後にちょっ
と書いてありますグローバル人材育成推進事業といい
ますのは、今、全学で文科省に申請しようとしている
事業です。日本の学生が内向き思考だというような話
もありまして、文科省が大学に対してできるだけ留学
などを積極的にするような制度を考え、何か案を持っ
てきなさい、プログラムのいいところは採択するから、
ということになり、今、大学として進めている状況です。
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研究・教育のためのインフラの整備
最後の方になりましたが、工学研究科としては、こ

の間、いくつかのインフラ整備などもしております。

大きなところから申しますと、大型構造物実験棟の
整備があります。この建屋には戦艦大和を建造したと
きに使ったと言われております非常に大型の試験機が
ございました。これがもう老朽化したということで、
呉市の大和博物館に寄贈し、そのスペースが空きまし
たので、大型試験の載荷装置と、反力壁等を整備をし
ました。これで西日本一のこういった大型構造物の実
験棟を作るための第一歩ができあがった状況でござい
ます。

主に土木建築系の整備が大きく進みました。これに
つきましては、8000万円近くのお金を実は投下をして
おります。それから、ちょっと細かいところでは、
A ４ 棟、化学系のところが少し整備が進みました。そ
れと、あと教室がだいぶ老朽化しておりましたのが一
部リニューアルし、国際会議などでも使えるような設
備も備えることができました。
最後になりましたけれども、省エネルギーの取り組

みというのは大変大事なことで、全学上げて取り組ん
でいるところでございます。どうもご静聴ありがとう
ございました。

講師　吉田工学研究院（科）長のプロフィール
◇現　　職　　　広島大学大学院工学研究院（科）長
◇略　　歴　
　昭和4７年 ３ 月　東京工業大学工学部卒業
　昭和4７年 4 月　東京工業大学助手
　昭和55年 8 月　広島大学工学部助教授
　平成 6年 6月　広島大学工学部教授
　平成１３年 4 月　広島大学大学院工学研究科教授
� （改組）
　平成20年 4 月　広島大学産学連携センター長
　平成2１年 4 月　�広島大学大学院工学研究科長、

工学部長
　平成22年 4 月　�広島大学大学院工学研究院長、
� （併任）
　　　　　　　　現在に至る
◇学　　位　　　工学博士（東京工業大学）　
◇専門分野　　　弾塑性力学、塑性加工学
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塚本　北海道
　　　　支部長㈹

豊田　茨城日立
　　支部長

中田　関東支部長 佐口　ブリヂストン
　　　小平支部長㈹

櫻井　静山支部長㈹ 衣川　愛知県支部長 中村　大阪支部長 平岡　神戸支部長

安藤　岡山県
　　　　支部長㈹

矢定　三井玉野造船　
　　　デルタ会支部長

渡邉　広島大学
　　　支部長㈹

河野　東広島支部長

丸本　 バブコック日立
支部長

三浦　中国電力デルタ会
　　　支部長　　　　　

野間　マツダ支部長 尾木　三菱重工広島
　支部長㈹

森　中国通信デルタ会
　　支部長　　　　　

白石　中電工デルタ会
　　　支部長　　　　

井上　日本製鋼所　
　支部長㈹

米山　西川ゴム工業
支部長
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信藤　ヒロテック
　　支部長㈹

高葊　広島市役所
　支部長

上田　 中国経済産業局
支部長

山根　 シンコーデルタ会
支部長

中村　熊平製作所
　支部長

三島　広島アルミ
　支部長

白神　周南支部長 斎藤　徳島県
　　　　支部長㈹

永岡　香川県支部長 竹内　高知県
　　　　支部長㈹

恵本　福岡支部長 木下　久留米支部長

古荘　熊本県支部長 髙東　会長 羽山　副会長 井上　専務理事

駒口　校内理事 川崎　校内理事
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⑴　３３支部� （敬称略）

支 部 名 支 部 長 名 卒 科 年 備 　 考
北 海 道
茨 城 日 立
関 東
ブ リ ヂ ス ト ン 小 平
静 山
愛 知 県
大 阪
神 戸
岡 山 県
三井玉野造船デルタ会
広 島 大 学
東 広 島
バ ブ コ ッ ク 日 立
中 国 電 力 デ ル タ 会
マ ツ ダ
三 菱 重 工 広 島
中 国 通 信 デ ル タ 会
中 電 工 デ ル タ 会
日 本 製 鋼 所
西 川 ゴ ム 工 業
ヒ ロ テ ッ ク
広 島 市 役 所
中 国 経 済 産 業 局
シ ン コ ー デ ル タ 会
熊 平 製 作 所
広 島 ア ル ミ
周 南
徳 島 県
香 川 県
高 知 県
福 岡
久 留 米
熊 本 県

塚 本 行 春
豊 田 昌 司
中 田 雅 資
佐 口 隆 成
櫻 井 友 博
衣 川 眞 澄
中 村 隆 廣
平 岡 鉄 幹
安 藤 　 肇
矢 定 孝 之
渡 邉 敏 正
河 野 安 隆
丸 本 隆 弘
三 浦 公 章
野 間 幸 治
尾 木 靖 夫
森 　 　 　 大 一 郎
白 石 俊 昭
井 上 雅 夫
米 山 昌 一
信 　 藤 　 由 紀 夫
高 葊 義 明
上 田 耕 壯
山 根 宏 明
中 村 正 樹
三 　 島 　 万 治 郎
白 神 誠 一
斎 藤 尚 武
永 岡 建 城
竹 内 真 也
恵 本 　 繁
木 下 　 茂
古 荘 信 次

電　　5１
Ⅱ　　56
建　　4１
Ⅳ　　62
船　　5３
機　　4７
Ⅰ　　56
応　　３2
応　　44
Ⅳ　　 2
子　　4７
精　　5１
Ⅰ　　 4
電　　52
Ⅰ　　59
Ⅳ　　62
Ⅱ　　 2
電　　52
Ⅰ　　6３
経　　52
Ⅰ　　59
経　　5３
電　　5３
機　　42
経　　49
Ⅰ　　60
化　　45
醱　　4３
精　　4１
Ⅳ　　１３
建　　３３
醱　　３2
醱　　３6

代 理

代 理
代 理

代 理

代 理

代 理

代 理

代 理

代 理

代 理

⑵　本部等（ 8 名）
　吉田　総仁　工学研究院（科）長　　　　髙東　　進　会　　長（電３8）　　　羽山　信宏　副 会 長（精46）
　井上　宣邦　専務理事（電３8）　　　藤田　　聡　校内理事（Ⅱ60）　　　駒口　健治　校内理事（後工6）
　川崎　　健　校内理事（Ⅲ１１）　　　金指　正言　校内理事（Ⅲ１３）

第49回全国支部長会出席者名簿




